
　くずし字の中には、全く別の字にも関わらず、一見すると同じ形に見えてしまう文字、よく注意しないと
見間違えてしまうくらい似た形の文字があります。
　そうした事例は実にたくさんありますが、今回は代表的ないくつかの文字を選んでみました。
＊掲載している文字は、当館所蔵の公文書から任意に選んだものです。
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＊文字のくずし方は何通りもあり、ここで紹介したものが全てではありませ
ん。また、紹介した事例以外にも特殊なくずし方をする場合がありますの
で、市販されている辞典類をあわせて参照されることをおすすめします。

①相と拝
⇒この 2つの文字は、「相成候」とか「拝啓」といったように文書や書翰の中に頻繁に
登場します。そして、文字の途中までは筆の流れが同じ（よく似たくずし方）です。

②東・車・奉
⇒東と車はほとんど同じ形をしていますので、くずし方も似ています。
奉は、途中までは東や車と筆の運びが同じです。
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この字はほとんど
くずれていません

同じ「相」でもこ
れはくずされてい
ます。 これは、「相」のよ

うに見えますが、
注意して眺めると
カーブが中に入っ
ています。この場
合は「拝」です。
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カーブが外に出て
いくと「相」

カーブが中に入って
いくと「拝」

この字はくずれて
いません

東も奉も基本的な形
は同じですが・・・

下から上がった線が横に伸びると
「東」または「車」

線が上に上がり曲線
を描くと「奉」
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